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安全上のご注意     必ずお守りください 

 

ご使用の前に、この「安全上のご注意」を良くお読みのうえ、正しくお使いください。 
 

■誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、 警告、 注意 の表示で区分して説明しています。 

警告 誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などの重大な結果に結びつく可能性があるもの
 

 

 
使用禁止 

万一異常が発生したときは、電池を抜き使用しない！ 

異常状態のまま使用すると、火災や感電の原因になります。すぐに、電池を本体から抜き、修理をご依頼

ください。 

煙が出ている、変なにおいがするなど、異常なときは使用しない！ 

異常状態のまま使用すると、火災や感電の原因となります。すぐに、周りに燃え移らない場所へ移動させ、

安全を確認した後、電池を本体から抜き、修理をご依頼ください。 

破損した場合は使わない 

火災や感電の原因となります。 

 
分解禁止 

分解したり、改造しない 

改造すると、ショートや発熱により、火災や感電の原因となります。 

 
禁止 

目的外使用をしない 

温度、湿度の測定以外の用途では使用しないでください。 

異物を入れない 

内部に金属類や燃えやすいものなどが入ると、火災や感電の原因となります。 

子供の手の届くところに置かない 

測定場所などで子供の手の届く所へは設置しないでください。飲み込んだり、けがの原因となります。 

 
水ぬれ 
禁止 

水でぬらさない 

火災や感電の原因となります。雨天、降雪中、海岸、水辺などの屋外や、窓辺での使用は、特にご注意くだ

さい。 

 
正しい 
電池 

指定の電池を使う 

正しい電池を使用しない場合、火災や感電の原因となります。 

 

注意 誤った取扱いをしたときに、傷害または家屋、家財などの損害に結びつくもの
 

 

 
設置禁止 

設置時は、次のような場所には置かない 
● 油煙や湯気の直接当たる場所 

● 直接日光の当たる場所 

● 仕様外温度となるところ 

このような場所に置くと、ショートや発熱、ケースの変形などを起こして、火災や感電、故障の原因とな

ることがあります。本機の使用可能範囲は、温度：－２０～＋７０℃、湿度：５～９０％ＲＨとなります。

 
禁止 

本体の上に重いものを置かない、上にのらない 

バランスがくずれて倒れたり、けがや故障の原因となることがあります。 

コネクタや隙間に指や異物を入れない 

けがや故障の原因となります。 

 
ぬれ手 
禁止 

ぬれた手で触らない 

感電、故障の原因となることがあります。 

 
注意 

経年劣化 

電池端子は振動や経年劣化により接触不良になる場合があります。 

静電気に注意する 

静電気による破壊を起こす可能性があります。防止するため、本機に触れる前、金属等に触れ静電気を逃

がしてください。 

 
厳守 

長期間使用しない場合は、電池を抜く 

電池の液漏れにより、故障の原因となる場合があります。 

本製品は、人命に関わる設備や器機、および高い信頼性や安全性を必要とする設備や器機（医療関

係、航空宇宙関係、輸送関係、原子力関係等）への組み込み等は考慮されておりません。これらの

設備や器機で本製品を使用したことにより人身事故や財産損害が発生しても、当社は一切の責任を

負いません。 
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このたびは、温湿度計『ＬＳ３５０Ｓ－ＴＨ』をお買い上げいただき誠に有り難うございます。 

このマニュアルでは本製品の取り扱い方法や使用上の注意点について説明しております。 

ご使用の前に、正しく安全にお使いいただくため、この取扱説明書を必ずお読みください。 

お読みになったあとは、必要なときお読みください。 

 

ご注意 

・本書の内容の一部または全部を無断で転載することは禁止されております。 

・本製品は機能追加、品質向上のため予告なく仕様を変更する場合があります。 

・本製品の運用を理由とする損失、逸失利益など、いかなる責任も負いかねますのであらかじめ 

ご了承願います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【センサーついて】 

 本機の温度・湿度センサーとして、相対湿度を測定する静電容量ポリマーの湿度センシング素子とバ

ンドギャップ温度センサーが装備されています。 

 

 

【湿度センサーにおける注意点】 

湿度センサーは、水分吸着による誘電率の容量変化を測定します。そのため、粉塵や排気ガスなどの

有機化合物質の蒸気はポリマー層に影響を与える場合があります。したがいまして、これらが大量に

浮遊している環境下でのご使用は測定値がドリフトしてしまい測定誤差が発生してしまう可能性が

ございます。 

また、センサー部がこれらの影響で汚染された場合、クリーンな環境下で汚染は緩やかに放出されま

す。しかしながら高濃度の有機物汚染の場合はセンサー部に永久的なダメージとなりますのでご注意

ください。 
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1 特徴 
・パソコンのＵＳＢポートに接続して、温度・湿度の測定ができる温湿度計です。 

・パソコンからの問合せコマンドに、測定した温度と湿度を応答します。 

・パソコンとの通信用に、ＦＴＤＩ社製のＵＳＢ－シリアル変換デバイス(ＦＴ２３０ＸＱ)を実装し

ています。 

・本体周囲の温度（－２０～７０℃）と湿度（５～９０％）を測定することが可能です。 

 

 

2 各部の説明 
本体外観 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各部の名称と説明 
①ＵＳＢコネクタ ：パソコンと接続します。 
②温湿度送信スイッチ ：パソコンへ温度と湿度を送信します。２個同じ機能です。 
③温湿度センサー ：温度・湿度を測定するセンサーです。 
④モード切替スイッチ ：通常モードと自動送信モードを切り替えます。 

ＵＳＢコネクタ側 ：通常モード 
温湿度センサー側 ：自動送信モード 

⑤ＵＳＢコネクタキャップ ：保管時用の保護キャップです。 

 

 

  

④（側面）

② ① ③ 

⑤
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3 使用するための準備 
本機を正しく使用するためには以下の準備が必要です。 

 

準備１ ドライバインストール 

準備２ ＣＯＭポート番号の取得 

 

準備１ ドライバインストール   
 

本機はＵＳＢシリアル変換ＩＣ（ＦＴＤＩ社製ＦＴ２３０ＸＱ）を使用しており、ＰＣと仮想ＣＯＭ

ポートで通信します。 

Ｗｉｎｄｏｗｓ、Ｌｉｎｕｘ、Ａｎｄｒｏｉｄ、ｍａｃ ＯＳ等、各ＯＳ用のドライバがあります。 

下記のＵＲＬよりお使いのＰＣに対応した最新のドライバをダウンロードしてください。 

 

https://www.ftdichip.com/Drivers/VCP.htm 

 

以下はＷｉｎｄｏｗｓ用セットアッププログラムを使用した場合のインストール例です。 

 

ドライバインストールプログラムを実行  

ドライバーソフトの“ＣＤＭ＊＊＊＊＿Ｓｅｔｕｐ．ｅｘｅ“を実行します。（＊はバージョン番号） 

インストールウィザードのダイヤログが表示されますので、指示に従いインストールしてください。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

  

ダブルクリック 
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準備２ ＣＯＭポート番号の取得 
ＣＯＭポート番号を取得します。 

 

手順① 本機をパソコンに接続 
本機をパソコンに接続します。 

接続後、デバイスマネージャ → ユニバーサル シリアル バス コントローラ 

→ ＵＳＢ Ｓｅｒｉａｌ Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ のプロパティを開き、詳細設定の 

“ＶＣＰをロードする”にチェックをいれます。 

 

デバイスマネージャの表示方法は以下のとおりです。 

・Ｗｉｎｄｏｗｓ８／８．１、Ｗｉｎｄｏｗｓ１０の場合 

「Ｗｉｎｄｏｗｓ」キーを押しながら「Ｘ」キー → デバイスマネージャ 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

  

プロパティを開く
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手順② 本機をパソコンから取り外す 
本機を一度パソコンから抜きます。 

 

 

 
 

  

チェックを入れる 
※既にチェックが入っている場合は次に進んでください。
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手順③ 本機をパソコンに接続 
本機を再度パソコンに接続します。 

デバイスマネージャ → ポート（ＣＯＭとＬＰＴ）に 

ＵＳＢ Ｓｅｒｉａｌ Ｐｏｒｔ（ＣＯＭｘｘ） の表示がある事を確認します。 

この際ポート番号を控えておいてください。 
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4 通信 
パソコンと温度計間の通信は、シリアル通信により行います。 

 

4.1 伝送設定 
通信速度 ： 115,200 bps 

スタートビット ： 1ビット 

データ長 ： 8ビット 

ストップビット ： 1ビット 

パリティ ： なし 

 

4.2 通信手順 
基本的な通信手順です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3 コマンド 
コマンド、レスポンスは全てASCII文字です。 

コマンドは通常モード時に有効になります。※自動送信モード時は無効になります。 

 

4.3.1 コマンド“Ｔ”（温度取得コマンド） 
温度を取得します。 

 

コマンド  Ｔ (CR) 
 ① ② 

 

①１バイト “Ｔ”または“ｔ” 

②１バイト (CR)0x0D 

 

レスポンス - 014.16 (CR) 
 ① ② ③ 

 

①１バイト 温度の符号 正の場合はスペース(0x20) 

②６バイト 温度の数値 頭は０埋め 小数点第２位まで 

③１バイト (CR)0x0D 

 

例 

温度が正の場合 □026.13(CR) 

温度が負の場合 -014.16(CR) 

 

温度が測定可能範囲外の場合は、測定値が □---.-—となります。 

 

  

コマンド実行 

コマンド送信 

レスポンス送信
レスポンス受信 

パソコン 温度計 

コマンド 

レスポンス

コマンド受信 
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4.3.2 コマンド“Ｈ”（湿度取得コマンド） 
湿度を取得します。 

 

コマンド Ｈ (CR) 
 ① ② 

 

①１バイト “Ｈ”または“ｈ” 

②１バイト (CR)0x0D 

 

レスポンス □ 023.54 (CR) 
 ① ② ③ 

 

①１バイト スペース(0x20) 

②６バイト 湿度の数値 頭は０埋め 小数点第２位まで 

③１バイト (CR)0x0D 

 

例 

  □026.13(CR) 

湿度が測定可能範囲外の場合は、測定値が □---.—-となります。 

 

 

4.3.3 コマンド“Ａ”（温度・湿度取得コマンド） 
温度・湿度を取得します。 

 

コマンド Ａ (CR) 
 ① ② 

 

①１バイト “Ａ”または“ａ” 

②１バイト (CR)0x0D 

 

レスポンス - 014.16 , □ 023.54 (CR) 
 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

 

①１バイト 温度の符号 正の場合はスペース(0x20) 

②６バイト 温度の数値 頭は０埋め 小数点第２位まで 

③１バイト 区切り文字‘，’(0x2C) 

④１バイト スペース(0x20) 

⑤６バイト 湿度の数値 頭は０埋め 小数点第２位まで 

⑥１バイト (CR)0x0D 

 

例 

-014.16，□026.13 (CR) 

 

温度・湿度が測定可能範囲外の場合は、測定値が □---.-—となりま

す。 
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4.3.4 コマンド“Ｖ”（ファームウェアバージョン取得コマンド） 
ファームウェアバージョンを取得します。 

コマンド Ｖ (CR) 
 ① ② 

 

①１バイト “Ｖ”または“ｖ” 

②１バイト (CR)0x0D 

 

レスポンス LS350S-TH Ver.x.xx (CR) 
 ① ② 

 

①１８バイト 型式とファームウェアバージョン 

②１バイト (CR)0x0D 

 

4.3.5 コマンド“？”（コマンド説明） 
コマンド一覧を取得します。 

コマンド ？ (CR) 
 ① ② 

 

①１バイト “？”  

②１バイト (CR)0x0D 

 

レスポンス  

“T<CR>:Temp read.”(CR) 

“H<CR>:Humi read.”(CR) 

“A<CR>:Temp & Humi read.”(CR) 

“V<CR>:Version read.”(CR) 

“?<CR>:Help message.”(CR) 

 

4.3.6 コマンドエラーレスポンス 
コマンドを正常に受信できなかった場合のレスポンスです。 

レスポンス ERR (CR) 
 ① ② 

 

①３バイト“ERR” 

②１バイト (CR)0x0D 

 

4.4 温湿度送信スイッチ 
温湿度送信スイッチを押すと、コマンド“Ａ”と同じ様に、温度・湿度をパソコンへ送信します。

２個のスイッチはどちらも同じ動作です。温湿度送信スイッチは通常モード時に有効になります。 

※自動送信モード時は無効になります。 

 

4.5 通常モード／自動送信モード 

4.5.1 通常モード 
モード切替スイッチをＵＳＢネクタ側にすることで通常モードになります。 

通常モードではコマンドや温湿度送信スイッチが有効になります。 

 

4.5.2 自動送信モード 
モード切替スイッチを温湿度センサー側にすることで、自動送信モードになります。 

自動送信モードでは自動的に約１０秒毎に温度と湿度をパソコンへ送信します。 

自動送信モード中はコマンドや温湿度送信スイッチが無効になります。 
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5 仕様 

温度センサー部 

チャネル数 １ｃｈ 

測定範囲 －２０～＋７０℃ 

測定精度 ±０.８℃（２５℃）            注１ 

湿度センサー部 

チャネル数 １ｃｈ 

測定範囲 ５～９０％ＲＨ 

測定精度 ±４.０％ＲＨ（２０～８０％ＲＨ）   注２ 

インターフェース ＵＳＢ(仮想ＣＯＭ) 

本体動作温度 －２０～７０℃(結露のないこと) 

本体動作湿度 ５～９０％ＲＨ(結露のないこと) 

電源 

ＵＳＢバスパワー  ＤＣ５Ｖ 

消費電流 １２ｍＡ (測定時) 

１１ｍＡ (待機時) 

寸法 

１００.７（Ｗ）×１０.４（Ｈ）×２１.０（Ｄ）（ｍｍ） 

質量 

約２０ｇ 

対応ＯＳ 

Ｗｉｎｄｏｗｓ、Ｌｉｎｕｘ、Ａｎｄｒｏｉｄ、ｍａｃ ＯＳ 

ＵＳＢシリアル変換ＩＣ（ＦＴＤＩ社製ＦＴ２３０ＸＱ）が対応しているＯＳ 

付属品 

・ 本体用保管袋 

 

注１ 温度測定精度は測定温度により変化します。 

 
内蔵センサーの温度の測定精度許容差 

注２ 湿度測定精度は測定湿度により変化します。 

 
内蔵センサーの２５℃での相対湿度の測定精度許容差 

２０２１年２月 第２版 


